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アンケート編 

アンケート調査結果-1 

 

1  市民・事業者意識調査 
（1） 調査の概要 

ア  調査目的 

市民・事業者意識調査は，ごみ減量とリサイクルに関する市民・事業者の意識と日常の行動状況，

市の施策や廃棄物処理のあり方に関する意見，要望等について把握するとともに，ごみ処理に関す

る課題を明らかにし，平成 28年度からの計画として新たに策定する「宇都宮市一般廃棄物処理基

本計画」へ反映させることを目的として実施しました。 

 

イ  調査対象 

 市民 事業者 

①調査地域 宇都宮市全域 

②調査対象者 市内在住 20 歳以上の男女 市内事業所（小・中規模事業所を対象） 

③調査対象数 2,500 世帯 500 事業所 

【単純無作為抽出による標本誤差 Fの算定】             

 市民 事業者 

N:母集団の成員数 
20 歳以上の男女＝421,815 人 

（平成 26年 3月末現在） 

市内事業所数 

（22,131 事業所） 

n：標本数 2,500 世帯 500 事業所 

P：母集団の調査事項 

に対する調査結果の比率 
0.5 0.5 

F：標本誤差 
F≒2.0％（48～52％） F≒4.4％（45.6～54.4％） 

（※調査結果が 50%だった場合，真の値が 95%の確率で存在する範囲）

使用データ 住民基本台帳データ（外国人含む）
タウンページ，ホームページ等 

から事業者候補を抽出 

抽出方法 
住民基本台帳データに基づき②に

該当する市民の中から無作為抽出 

事業者リストを作成し，事業所別

に無作為抽出 

 

ウ  調査項目 

 市民意識調査 事業者意識調査 

1 
回答者の属性 

（性別，年齢、職業など） 

事業所の属性 

（業種，形態，所在地，従業者数など） 

2 
ごみ減量化・資源化への取り組みについて 

（関心度，情報源，減量・リサイクル取組）

ごみの発生量や処理方法・処理費用について

（ごみ発生量，支払金額，処理・処分状況）

3 
宇都宮市がごみを減らすために取り組んでい

ることについて（市の取組内容の認知度） 

ごみの適正処理について 

（共同処理について） 

4 
生活排水について 

（生活排水の状況，必要性，転換促進） 

ごみの減量化・資源化について 

（理由，情報源，取組内容，課題点など） 

5 自由意見（宇都宮市のごみ行政全般についてご意見・要望などについて） 

 

エ  調査期間 （平成 27年 7月 17 日（金）～7月 31 日（金）まで） 

オ  調査方法 （郵送によるアンケート調査） 

カ  回収結果 

回収件数（回収率） 市民：1,125 件（45.1％） 事業者：195 件（39.0％） 
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アンケート調査結果-2 

 

キ  市民意識調査結果の概要 

1） 回答者の属性 

   ①性別                      ②年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N= 1,125件

男性

593件

52.7%

女性

527件

46.8%

無回答

5件

0.4%

N= 1,125件

20歳代

15件

1.3%

30歳代

53件

4.7% 40歳代

69件

6.1%

50歳代

131件

11.6%

60歳代

403件

35.8%

70歳代以上

451件

40.1%

無回答

3件

0.3%

N= 1,125件

一人暮らし

239件

21.2%

夫婦のみ

347件

30.8%

親・子の２世代

369件

32.8%

親・子・孫の３世代

129件

11.5%

その他

17件

1.5%

無回答

24件

2.1%

N= 1,125件

1人

239件

21.2%

2人

424件

37.7%

3人

175件

15.6%

4人

105件

9.3%

5人

57件

5.1%

6人以上

62件

5.5%

無回答

63件

5.6%
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アンケート調査結果-3 

 

2） ３Ｒ行動の取組状況 

9.3%

7.7%

30.8%

51.3%

74.8%

37.6%

13.2%

60.0%

27.6%

19.3%

48.8%

74.6%

10.4%

39.2%

52.3%

8.3%

24.5%

24.2%

18.8%

14.6%

42.0%

45.4%

22.0%

38.1%

41.1%

32.4%

11.9%

15.5%

33.5%

32.8%

70.7%

55.5%

33.7%

19.8%

1.0%

9.2%

29.1%

8.0%

22.6%

27.6%

8.8%

4.3%

61.3%

18.7%

4.7%

11.7%

12.3%

11.3%

10.1%

9.7%

11.2%

12.3%

10.0%

11.6%

12.0%

10.0%

9.2%

12.8%

8.6%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15．家庭用生ごみ処理機やコンポスト容器を利用して生ごみを減量

する

14．不用品はフリーマーケットに出すなどして，リサイクル（リ

ユース）に努める

13．スーパーなどでの資源物の店頭回収や，新聞販売店等の古紙回

収を利用する

12．自治会・子ども会・育成会が実施する資源物の集団回収を利用

する

11．ごみの分別を徹底する

10．故障した場合は，修繕して長く使う

9．リサイクル製品を積極的に購入する

8．詰め替え製品を積極的に購入する

7．ばら売りや量り売りを利用するなど，無駄なものを買わない

6．ごみになりにくいもの，リサイクルしやすいものを買う

5．調理くずや食べ残しをなるべく出さない

4．生ごみの水切りを行う

3．マイ箸を持参し，割り箸を使わない

2．マイバッグを持参し，レジ袋を断る

1．必要なもの以外は買わない

35.4%

45.8%

54.5%

65.0%

73.4%

67.5%

58.4%

70.4%

64.7%

64.3%

70.8%

71.6%

39.6%

66.8%

72.5%

43.2%

31.5%

20.8%

9.5%

0.4%

6.6%

16.4%

4.4%

9.8%

11.5%

3.6%

2.0%

38.4%

9.4%

2.1%

21.4%

22.8%

24.7%

25.5%

26.1%

26.0%

25.2%

25.2%

25.5%

24.3%

25.7%

26.5%

22.0%

23.7%

25.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 

 

 

3） 資源物の分別協力度 

 

  いつも行っている      時々行っている     行っていない    無回答   行う・行いたい     行わない     無回答 

分別協力率

新聞 88.1%

ダンボール 93.7%

その他の紙類 73.6%

雑誌 86.9%

紙パック 67.3%

布類 71.9%

びん・缶類 95.6%

ペットボトル 93.1%

白色トレイ 62.3%

プラスチック製容器包装 77.2%

廃食用油 38.3%

使用済小型家電 69.2%

使用済ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ 47.0%

973

1,036

796

954

728

782

1,057

1,031

674

850

400

736

485

12

25

156

52

144

152

13

26

178

123

144

109

93

1

5

64

17
125

89

4

15

153

73

297

65

117

90

33

23

2

3

14

95

65

222

28

40

65

42

61

64

30

33

63

55

109

88

115

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新聞

ダンボール

その他の紙類

雑誌

紙パック

布類

びん・缶類

ペットボトル

白色トレイ

プラスチック製容器包装

廃食用油

使用済小型家電

使用済ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ

ポイント⇒ 分別に対する協力度は非常に高い

  分別している    時々分別    分別していない 

  買っていない    無回答



アンケート編 

アンケート調査結果-4 

 

4） ごみの関心事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5） ごみに関する情報収集手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N= 1,018件

7

20

14

40

43

48

56

79

91

99

103

126

133

164

165

170

219

492

744

0 100 200 300 400 500 600 700 800

無回答

その他

ごみ問題に取り組んでいる団体など

集団回収

環境にやさしい商品を取り扱っている店舗

廃食用油のリサイクル

剪定した枝葉の資源化

フリーマーケットやリサイクルショップ

処理施設の状況

ごみ処理に伴う環境影響やエネルギー消費

使用済み小型家電製品のリサイクル

終処分場（埋立地）の状況

ごみの収集・処理に関する費用

資源ごみの持ち去り行為

生ごみの資源化

ごみや資源物量の状況

リサイクルの仕組み

ごみの出し方（収集方法や収集回数）

ごみの分別

ポイント⇒ 分別や排出方法に対する関心は高いが，２Ｒ（リデュース，リユース）に対する関心

は低い 

ポイント⇒ 市の発行冊子や自治会回覧からの情報収集が多い        

N= 1,125件

13

6

8

25

29

36

60

117

118

160

206

649

676

761

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

無回答

その他

環境学習センター（環境未来館）

雑誌・書籍

職場・学校

市のイベント・キャンペーン

リサイクル推進員

テレビ・ラジオ・新聞・インターネット

家族・知人・友人

市のホームページ

地域の人や自治会

自治会の回覧板

ごみ分別・出し方パンフレット

市の広報紙
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6） 施策・事業の認知度 

① リサイクル推進員の認知度     ②エコショップ認定制度の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7） ３Ｒ推進のために取組むべきと思われる事項 

 

N= 1,125件

78

51

129

33

133

192

229

290

441

710

0 200 400 600 800

無回答

その他

わからない

行う必要がない

家庭ごみの有料化

剪定した枝葉の分別収集

ｱﾙﾐｺｰﾃｨﾝｸﾞや防水加工された紙製の容器包装（飲料容

器やカップラーメン容器）の分別収集

生ごみの分別収集

不用品の再生利用の推進

ごみ分別を徹底するよう普及啓発の充実

 

 

 

 

ポイント⇒ 分別徹底の普及啓発の充実が必要との意見が多い 

N= 1,125件

知っている

376件

33.4%

知らない

687件

61.1%

無回答

62件

5.5%

N= 1,125件

知っており，それらの

店舗やレストランを

積極的に利用している

38件

3.4%

知っており，今後は

それらの店舗やレスト

ランを利用したいと

思っている

82件

7.3%

知っているが，認定

を受けているから

という理由で利用

したいとは思わない

93件

8.3%知らなかったが，

今後はそれらの店舗

やレストランを利用

したいと思う

492件

43.7%

知らなかったが，

認定を受けている

からという理由で

利用したいとは

思わない

334件

29.7%

無回答

86件

7.6%

ポイント⇒ 一部の事業（リサイクル推進員制度，エコショップ認定制度）において認知度が低い 
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8） 生活排水処理施設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9） 下水道や合併処理浄化槽が果たす役割について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N= 1,125件

必要だと思う

807件

71.7%
必要だとは思わない

20件

1.8%

その他

11件

1.0%

無回答

287件

25.5%

N= 1,125件

公共下水道で

処理している

883件

78.5%

合併処理浄化槽で

処理している

60件

5.3%

単独処理浄化槽で

処理している

58件

5.1%

汲み取りトイレで

処理している

22件

2.0%

地域の排水を一箇所

に集めて処理してい

る

（地域下水処理・農

業集落排水処理）

6件

0.5%

わからない

31件

2.8%

無回答

65件

5.8%

ポイント⇒ 自宅での生活排水の処理方法に対する認識が低い 

ポイント⇒ 生活排水処理施設は，水環境保全のために必要であるとの認識が高い 
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10） 公共下水道への接続や合併処理浄化槽への転換を行わない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク  事業者意識調査の結果概要 

1） 回答者の属性 

①業種 

 農林漁業

0件

0.0%
建設業

30件

15.4%
製造業

17件

8.7%

電気・ガス・熱供給・水

道業

0件

0.0%

運輸業・通信業

3件

1.5%

卸売業・小売業

26件

13.3%

宿泊業・飲食サービス業

18件

9.2%

金融・保健業

0件

0.0%

不動産業

15件

7.7%

医療・福祉

15件

7.7%

教育・学習支援業

13件

6.7%

サービス業

48件

24.6%

行政機関

4件

2.1%

その他

1件

0.5%

無回答

5件

2.6%

農林漁業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

運輸業・通信業

卸売業・小売業

宿泊業・飲食サービス業

金融・保健業

不動産業

医療・福祉

教育・学習支援業

サービス業

行政機関

その他

無回答

 

 

 

N= 80件

金銭的な問題が

あり，転換（接続）

は困難

24件

30.0%

住宅の建て替え予定

があり，その際に

転換（接続）する

7件

8.7%

合併処理浄化槽を

設置する場所がない

3件

3.8%

浄化槽からの排水を

放流するための適切

な放流先がない

8件

10.0%

今のままで

困らない

19件

23.7%

その他

16件

20.0%

無回答

3件

3.8%

ポイント⇒ 公共下水道への接続や合併処理浄化槽への転換を行わない理由として，経済的な問題

や今の生活で困らないなどが多い。 
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2） 事業系ごみの排出・処理状況 

13.8%

9.7%

10.3%

9.2%

12.8%

4.1%

4.1%

3.1%

5.6%

22.6%

12.8%

6.7%

6.2%

4.1%

5.1%

5.1%

9.7%

5.1%

4.1%

6.7%

6.7%

7.7%

3.6%

11.3%

12.3%

11.8%

11.8%

13.3%

12.3%

9.2%

8.2%

8.7%

9.7%

35.4%

37.9%

32.8%

34.4%

32.3%

45.6%

36.9%

38.5%

42.1%

28.7%

40.0%

0.0%

1.0%

1.0%

0.5%

0.0%

0.0%

1.5%

2.1%

0.5%

2.1%

1.5%

1.0%

0.5%

2.1%

3.1%

1.0%

0.0%

5.1%

12.8%

5.6%

0.0%

0.5%

10.3%

13.8%

12.3%

11.8%

11.3%

9.2%

13.3%

13.3%

13.3%

5.1%

8.7%

1.5%

3.6%

10.3%

8.2%

7.7%

2.1%

3.6%

3.6%

3.1%

5.1%

3.1%

2.6%

0.5%

1.5%

1.0%

1.0%

1.0%

1.0%

0.5%

0.5%

0.0%

0.5%

25.1%

15.4%

13.3%

14.9%

16.9%

14.9%

16.9%

12.8%

14.4%

21.0%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

サ その他のごみ（ア～コ以外）

コ 容器包装プラスチック

ケ ペットボトル

ク かん

キ びん

カ 可燃ごみ（ア～オ以外）

オ その他の紙類

エ 段ボール

ウ OA用紙・コピー用紙

イ 剪定枝・草葉

ア 生ごみ・厨芥類

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生しない          自社で搬入 

ごみステーション       許可業者にごみ 

自社でリサイクル       リサイクル業者に売却 

リサイクル業者に料金払い   納入業者や販売業者の引取り 

わからない          無回答 

ポイント⇒ １割前後の事業者がごみステーションへの排出を行っている 
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3） ごみの減量やリサイクルの取組における問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4） ごみやリサイクルに関する情報収集方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62

15

7

9

9

23

27

37

60

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

その他

一般廃棄物と産業廃棄物の違いがわからない

リサイクルを行う処理業者がわからない

減量やリサイクルの方法がわからない

資源物を保管しておく場所がない

機密書類が多く，リサイクルが難しい

収集や処理に要する費用が大きい

分別などにさかれる手間や労力が大きい

N=195 

ポイント⇒ 労力面や経済面からの問題を挙げる事業者が多い 

8

4

5

16

37

43

47

53

80

91

0 20 40 60 80 100

無回答

その他

情報を得る手段がない

市に直接聞く

新聞・雑誌・テレビ・インターネットなどから

同業者や業界，加盟団体などから

事業者のためのごみ適正処理マニュアル

市のホームページ

広報紙

収集運搬許可業者やリサイクル業者から

N=195 

ポイント⇒ 収集運搬業者などから情報収集している事業者が多い 
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5） ごみ減量化推進のために必要と思うこと 
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その他

排出事業所に対する減量指導の強化，抜き取り検査等監視体制の強化

重点モデル地区を指定し，事業所の古紙回収の試行的な取り組みの実施

同業種・異業種間で，情報交換や取り組みの意見交換ができる懇話会などの設置

近隣の事業所同士が共同で資源回収を行う，オフィス町内会のような連携組織の育成

食品廃棄物や剪定枝の堆肥化やメタン発酵機等による有機性ごみに対するリサイクル事業

の拡充

個々の事業所の特性に合わせた減量相談員の派遣

古紙回収業者等の紹介窓口の充実

特に指導がなくても，ごみの減量を進めることができる

先進的取り組み事業所の紹介

事業者が自社で古紙等の持ち込みができるリサイクル拠点（集積所）の整備

事業系ごみを収集している許可業者による，資源ごみの分別収集の拡充

ごみの減量やリサイクルの取り組み，ごみを減量した事業所のごみ処理料金が安価になる

仕組みづくり

業種別の減量方法を示したマニュアルの配布

 

 

 

 

 

N=195 

ポイント⇒ ごみに関する更なる情報の充実や新たな取組のニーズが高い 
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